
平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
～ 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

職 

員 

紹 

介 

―
若
手
職
員
の
抱
負
や
如
何
に
― 

  
 
 
 

仁 

生 

園
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

功
刀 

裕
太 

 
 
 
 
 

 
 
 

介
護
福
祉
士
と
し
て
働
か
せ
て
い 

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

仁
生
園
に
就
職
し
て
、
四
年
半
が
経 

ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

る
部
分
が
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
以
上
に
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

自
分
自
身
の
向
上
を
目
指
す
と
共
に
、
利
用
者
の
皆
様
に

安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
業
務
に
励
み
、
支

援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

  
 
 
 

仁 

生 

園
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

小
林 

佳
純 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
よ
り
正
規
職
員
と
し
て
働
か 

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
以
上
に
仕
事
に
対
し
て
責 

任
を
持
ち
、
自
分
の
立
場
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
が
安
心
で
き
る
環
境
を
つ
く
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
、
介
護
職
員
と
し
て
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
探
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
日
々
の
業
務
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 

仁 

生 

園
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

小
田
切
純
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

介
護
に
携
わ
っ
た
の
は
、
仁
生
園
が 

 
 
 
 
 
 
 

初
め
て
の
事
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
回
介
護
福
祉
士
に
合
格
す
る
こ 

と
が
で
き
、
十
月
よ
り
正
職
員
と
し
勤

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
ま
で
以
上
に
利
用
者
の

方
々
と
そ
の
ご
家
族
が
何
を
求
め
、
何
を
望
ん
で
い
る
の

か
を
考
え
な
が
ら
勤
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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感
謝 

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意

努
め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

第 163号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 25年 1月 1日 

 

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
ま
た
、
施
設
見
学
等
の
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 
 

佐 

藤 
 

英 

道 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 
 

佐 

藤 
 

美 

代 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

    

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力 

・
北
杜
市
長
坂
町 
 
 
 

小 

林 
 
 
 

脩 
 

様 

・
さ
い
た
ま
市
緑
区 

 
 

小 

松 
 

英 

利 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 

清 

水 
 

勝 

男 
 

様 

・
多
摩
市
貝
塚 

 
 
 
 

岩 

下 
 

正 

代 
 

様 
 
 
 
 

  

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」 

           

～ 

家 

族 

会 

～ 
 

 
  

 

十
二
月
八
日

（
土
）
年
末
恒
例

の
「
や
す
ら
ぎ 

家
族
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
雪
風

で
あ
い
に
く
の
天

候
と
な
り
ま
し
た

が
遠
方
よ
り
出
席

し
て
下
さ
る
ご
家

族
も
あ
り
、
入
居

者
様
、
ご
家
族
、

職
員
と
四
〇
名
が

集
い
ま
し
た
。 

楽
謡
会
の
方
々
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
三
味
線
の
演
奏
を

楽
し
ま
れ
、
職
員
手
作
り
の
郷
土
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、

す
こ
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
を
行
い

ま
し
た
。 

 

楽
し
い
ひ
と
時
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
ま
た
、

「
春
の
家
族
会
」
を
全
員
で
元
気
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
約

束
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 
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1月号 
第 163号 

平成 25年 

1月1日発行 

で
す
が
紆
余
曲
折
の
末
、
県
人
会
の
中
心
で
あ
っ
た

平
井
一
雄
さ
ん
（
法
人
第
二
代
理
事
長
）
の
故
里
で

あ
り
、
地
元
の
平
井
一
満
（
初
代
理
事
長
）
、
坂
本

清
満
、
瀬
戸
英
賢
と
い
っ
た
有
力
者
が
協
力
し
て
く

れ
る
小
泉
村
小
荒
間
に
決
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を

受
け
た
の
は
、
四
十
六
年
春
頃
で
し
た
。
土
地
が
決

ま
れ
ば
、
日
本
自
転
車
振
興
会
に
助
成
申
請
が
出
来

る
と
い
う
の
で
、
四
十
七
年
七
月
、
社
会
福
祉
法
人

愛
寿
会
（
平
井
一
満
理
事
長
）
の
設
立
と
な
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
四
十
八
年
五
月
、
県
内
第
一
号
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園
（
定
員
九
十
六
名
）
が

誕
生
し
た
の
で
し
た
。 

 

私
は
、
平
成
八
年
四
月
、
平
井
第
二
代
理
事
長
の

要
請
を
受
け
理
事
長
に
就
任
し
、
平
成
二
十
年
四

月
、
小
澤
澄
夫
第
四
代
理
事
長
に
引
き
継
ぎ
会
長
の

職
を
お
引
き
受
け
い
た
し
た
次
第
。 

 

こ
こ
八
ヶ
岳
南
麓
の
地
に
「
福
祉
の
拠
点
づ
く
り

を
」
と
念
願
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
愛
寿
会
が
、
着

実
に
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
大
き
な
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め

北
杜
市
当
局
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。（
日
本
社
会
事
業
大
学
名
誉
博
士
） 

 

愛
寿
会
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
七
年
七

月
で
す
か
ら
、
今
年
は
、
満
四
十
周
年
に
あ
た
り
ま

す
。 

 

四
十
年
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
と
正
に
「
山

あ
り
谷
あ
り
」
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
仁
生
園
」（
定
員
二
六
一
名
）

及
び
障
害
者
支
援
ホ
ー
ム
「
第
二
仁
生
園
「
（
定
員

三
十
三
名
）
を
運
営
し
、
ス
タ
ッ
フ
一
二
〇
名
、
年

間
総
事
業
費
約
五
億
円
と
い
う
県
内
屈
指
の
社
会

福
祉
法
人
に
成
長
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

ひ
と
え
に
「
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
」
に
恵

ま
れ
、
北
杜
市
は
じ
め
各
方
面
の
絶
大
な
ご
支
援
と

歴
代
役
職
員
の
努
力
・
精
進
に
よ
る
も
の
と
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

「
温
故
知
新
」
と
申
し
ま
す
。
新
し
い
年
の
初
め

に
法
人
設
立
の
経
緯
を
知
る
こ
と
も
意
義
深
い
と

存
じ
ま
す
の
で
往
時
を
知
る
も
の
の
一
人
と
し
て

そ
の
一
端
を
記
し
て
お
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

昭
和
四
十
五
年
の
春
、
当
時
は
、
厚
生
省
老
人
福

祉
課
の
課
長
補
佐
で
あ
り
ま
し
た
私
を
訪
ね
て
、
富

士
吉
田
出
身
の
渡
辺
貞
次
さ
ん
（
広
瀬
久
忠
衆
議
院

議
員
秘
書
）
が
参
ら
れ
ま
し
た
。
「
新
宿
区
の
山
梨

県
人
会
が
老
人
福
祉
施
設
計
画
を
も
っ
て
い
る
の

で
智
恵
と
協
力
を
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

当
初
、
中
巨
摩
の
昭
和
村
を
予
定
し
て
い
た
よ
う 

法
人
創
立
四
十
周
年
の
新
春
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

 

板
山 

賢
治 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

新年あけましておめでとうございます。  仁生園から望む富士山。 
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１２月２０日、第二仁生園開設 5周年記念式典が開催されました。 
 

 

第二仁生園家族会の久保田文雄様と利用者篠原良雄様から祝辞を頂きました。 

 

 

 

「
障
害
者
支
援
施
設
第
二
仁
生
園
」
が
そ
の
事
業
を
開

始
し
た
の
は
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
頃
私
は
、
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
理
事
と
し
て
、

側
面
か
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
板
山
理
事
長
、

小
澤
副
理
事
長
と
と
も
に
、
第
二
仁
生
園
の
施
設
の
建
設

や
施
設
利
用
者
の
募
集
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
、
こ
こ
に
創
立
五
周
年
を
迎
え
感
慨
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
度
は
、
本
年
七
月
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い

て
愛
寿
会
理
事
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

開
設
の
頃
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
第
二
仁
生
園
の

本
体
建
設
は
、
総
工
費
が
凡
そ
四
億
三
千
万
円
で
、
う
ち

約
２
億
円
を
国
庫
等
の
補
助
金
で
整
備
を
し
て
き
ま
し

た
。 ま

た
、
一
昨
年
度
に
は
、
武
田
和
久
氏
（
社
会
福
祉
法

人
緑
の
風
、
現
愛
寿
会
理
事
・
評
議
員
）
か
ら
の
心
温
ま

る
貴
重
な
ご
寄
付
を
基
に
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
（
作
業
所
、

総
工
費
二
千
三
百
万
円
）
の
併
設
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

そ
の
前
年
度
に
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
新
設
し

て
い
ま
す
。
こ
の
五
ヵ
年
で
、
福
祉
車
両
の
整
備
や
器

具
・
備
品
な
ど
の
整
備
を
含
め
、
施
設
全
般
に
渡
る
整
備

事
業
が
概
ね
完
成
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

施
設
経
営
の
視
点
で
は
、
開
業
初
年
度
こ
そ
は
施
設
が

満
床
に
至
ら
ず
、
各
方
面
に
施
設
利
用
を
働
き
か
け
ま
し

た
。
二
年
度
目
以
降
は
、
借
入
金
の
償
還
も
山
梨
県
か
ら

の
全
額
利
息
補
助
の
御
蔭
と
は
い
う
も
の
の
、
滞
る
こ
と

は
な
く
、
当
期
活
動
収
支
差
額
を
黒
字
と
す
る
に
至
り
、

以
降
安
定
し
た
経
営
内
容
が
継
続
し
て
お
り
ま
す
。 

折
し
も
愛
寿
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
に
厚
生
労

働
省
か
ら
、
新
た
に
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
が
発
出
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
人
拠
点
区
分
、
仁
生
園
拠
点
区
分

と
と
も
に
第
二
仁
生
園
拠
点
区
分
を
設
置
し
、
第
二
仁
生

園
の
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
立
し
た
、
施
設
経
営
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
今
、
巷
で
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の
見
直
し
が

取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

新
し
い
障
害
者
福
祉
保
健
制
度
の
も
と
で
、
障
害
を
抱

え
た
皆
様
が
、
地
域
に
根
差
し
、
地
域
の
中
で
自
立
し
た

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の
、「
障 

害
者
支
援
施
設
第
二
仁

生
園
」
の
役
割
は
、
益
々

重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。 こ

れ
か
ら
は
、
第
二

仁
生
園
の
職
員
一
人
一

人
が
、
こ
の
五
ヵ
年
に

培
っ
て
き
た
施
設
経
営

の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
を
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
、
施
設

利
用
者
の
皆
様
と
と
も

に
、
今
後
と
も
一
層
奮

励
努
力
と
気
概
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
精
進
す

る
こ
と
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
、
こ
れ
ま
で

御
尽
力
賜
り
ま
し
た

皆
々
様
に
心
よ
り
御

礼
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

創
立
五
周
年
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会 

理
事
長 

小
宮
山 

光
彦 

 



薄
紙
で
花
を
作
り

ツ
リ
ー
の
出
来
上
が

り
、
切
り
絵
で
雪
の

結
晶
。
各
フ
ロ
ア
ー

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が

あ
り
、
趣
向
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。 
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十
二
月
二
十
日
（
木
）
愛
寿
会 

理
事
会
・
評
議
員
会 

新
た
な
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
に
基
づ
く
愛
寿
会
経
理
規
程
等
が
制
定
さ
れ
ま
し
た 

こ
の
ほ
か
左
記
の
業
務
の
進
捗
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

本
年
度
第
四
回
目
の
理
事
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ

標
記
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
何
れ

も
、
執
行
部
提
案
の
と
お
り
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

以
下
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◆
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て 

平
成
二
十
四
年
度
の
介
護
職
員
処
遇
改
善
策
と
し
て
、

従
来
の
処
遇
改
善
交
付
金
と
は
異
な
り
、
介
護
報
酬
に
処

遇
改
善
加
算
金
を
上
乗
せ
す
る
方
法
で
加
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
職
員
に
支
給
す
る
た
め
の
特
例
規
程
が
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 ◆
報
告
事
項
等 

①
事
業
運
営
に
つ
い
て 

平
成
二
十
四
年
度
当
初
に
重
要
項
目
と
し
て
掲
げ
た

各
種
施
策
に
つ
い
て
、
小
尾
、
白
倉
両
園
長
並
び
に
浅

川
副
園
長
か
ら
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

②
節
電
等
の
対
策
に
つ
い
て 

 
 

電
力
料
金
の
値
上
げ
に
伴
う
こ
れ
ま
で
の
節
電
対
策

と
、
今
後
の
施
策
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
清
水
法
人

事
務
局
長
か
ら
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

③
給
与
体
系
の
見
直
し
に
つ
い
て 

 
 

「
愛
寿
会
だ
よ
り
」
十
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
職
員

給
与
見
直
し
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
が
石
原

企
画
部
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
給
与
体
系

の
内
容
や
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い
て
も
併
せ
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

④
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て 

 
 

来
年
十
月
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
「
仁
生
園
創
立

四
十
周
年
記
念
事
業
」
の
準
備
の
進
捗
状
況
及
び
実
施

の
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
経
理
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

社
会
福
祉
法
人
会

計
基
準
（
「
平
成
二
十

三
年
度
基
準
」
と
い

い
ま
す
。）
が
制
定
さ

れ
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

愛
寿
会
で
は
、
今

年
度
か
ら
新
し
い
会

計
基
準
に
移
行
す
る

こ
と
と
し
て
、
基
本

的
な
項
目
に
つ
い
て

は
、
経
理
規
程
の
一

部
改
正
で
、
当
初
予

算
等
に
対
応
し
て
参

り
ま
し
た
。 

こ
の
度
は
、
平
成
二
十
三
年
度
基
準
の
細
部
に
つ
い
て

規
定
の
一
層
の
見
直
し
を
行
い
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

～ 

ク
リ
ス
マ
ス 

仁
生
園
の
様
子 

～ 

 

一
年
に
一
度
訪
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
…
こ
こ
仁
生
園
に

も
ト
ナ
カ
イ
の
引
く
ソ
リ
に
乗
り
、若
い
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

十
二
月
二
十
四
日
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。
チ
キ
ン
ラ
イ

ス
、照
り
焼
き
チ
キ
ン
等
お
い
し
い
ご
馳
走
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
食
を
行
い
ま
し
た
。 

職
員
が
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
、「
き
よ
し
こ
の
夜
」を
演
奏
。

心
に
響
き
渡
る
音
色
に
、入
所
者
の
皆
様
か
ら
大
き
な
拍

手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
う
れ
し
い
わ
」
と
、
マ
フ
ラ
ー
や
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ
な

ど
隣
の
方
と
見
せ
合
っ
て
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し

た
。 新

し
い
年
を
健
康
で
迎
え
、
よ
い
年
に
な
る
よ
う
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
に
合
わ
せ
「
お
正
月
」
を
大
合
唱
し
ま
し
た
。 

    

 

 


